
児童発達支援事業

未来図

未来図

７１０－０８３

住所

倉敷市西中新田５９６－７

電話番号 ０８６－４３１－２７３３

ＦＡＸ番号 ０８６－４３１－２７３５

メールアドレス

miraizu6@yahoo.co.jp

ホームページ

https://miraizu6.jimdofree.com/

利用定員

10名

（放課後等デイサービスと併せて１日あたり）

開所日

月・水・金

開所時間

月：9:30～15：30

水金：9:30～13：00

スタッフ

社会福祉士・臨床心理士・教員免許　等

療育内容

実証された方法を用いて（TEACCHアプローチやソーシャルストー
リー、ＡＢＡ等の研修を受けている。）療育・発達支援をしていま
す。本人の特性や気付き方、学習スタイルを整理⇒家庭・所属機関で
活用するを大事にし、（園訪問、家庭訪問・移行支援可能。）未来図
でうまくいくだけでなく、子ども達の日常の生活場面を想定しなが
ら、支援計画を立てていきます。

利用児の主な疾病・障がい

自閉症スペクトラム、発達障がい

送迎 なし

その他のサービス

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

Information

子ども一人ひとりの特性を整理し、個別化する為にアセスメントから始める。実証されている方法を活用しながら、支援や指導の目
的を保護者と確認しながら継続的に進めていく。本人が日常過ごす、家庭や園・学校との協働を重視します。

子どもの特性や気付き方を説明することや、モニタリング時に本人の様子を見てもらうこと、家庭の中のニーズから何か取りくみを
協働して行うこと等。１年に１回保護者参加の遠足を設定し、予告や手立てを用いながら自立的に参加している子どもの様子を見て
もらう等。説明と実際に見てもらうこと、又実際に協働しながら家庭支援もしていくことを大事に取り組んでいます。

本人の特性が影響し、園や学校・地域の中で自然に色々な概念や学習をしていくことに、気付きにくさがある可能性がある。 その時
に、アセスメントに基づいて計画してできる療育・発達支援という本人が気付ける環境や設定をする場面で、本人の気付きや理解を
積み上げる。 その積み上げたものを、園や学校や地域の中で般化や応用をしていくことができるのではないか。

家・地域（園や学校等）との協働を重要視するのでその調整や、一貫した視点での本人支援のコーディネート。
アセスメントから計画を立て、調整を継続して行うこと。

現在新規の受け入れができない、申し訳ない状況です。
倉敷の地域の中で発達支援事業所として何ができるのか？、何をしていかないといけないのか？考えながら進んで行きたいと思って
います。

療育を行う上で大切にしている事は何ですか？

保護者支援という視点で取り組んでいる事はありますか？

療育って何ですか？どういう事ですか？

事業所に質問してみました。

皆さんの事業所の「強み」は何でしょうか？

事業所を探されている保護者に一言！


